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連する刺激特性（Primitive Shape Index、 以下 PSI）への順応も sCAEに影響を及ぼすことが示唆された。
実験 2では、実験 1で得られた結果を詳細に検討し、sCAEの網膜位置依存性が網膜偏心度による形状
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V1、 V2 の初期視覚野および背側路において見られ、ADI による順応効果は背側路の高次の領野（V7
および IPS）において見られたことから、視差情報の時間的な加算平均の処理は初期視覚野の視差の処
理を元に背側路の高次領野において処理されることが示唆された。この結果は、心理物理実験において
示された sCAEにおける多層的な順応効果を機能的に異なる視覚経路の処理の違いとして示すことにつ
ながると考えられる。ただし、この fMRI 研究の問題点として、本研究の結果が眼球運動や注意の変調
に伴う効果によって生じている可能性について検討する必要があること、fMRI 研究で使用した刺激を
用いて心理物理実験においても順応効果が生じるかを検討する必要があることが審査委員より指摘さ
れ、これらの点を検討し、学位論文に反映させることを条件に学位論文審査及び最終試験を合格とする
こととなった。 
 
２．審査の経過と結果 
（１）平成２７年１月１４日 博士後期課程委員会で学位論文の受理を決定し、5 名がその審査委員と
 して指名された。 
（２）平成２７年２月１２日 公開論文審査発表会及び最終試験を実施した。 
（３）平成２７年２月１８日 博士後期課程委員会で学位授与を可とし、教育研究審議会で承認された。 
 
